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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 





















ていると思われる。第一に、これまでの 19 世紀アメリカの運河に関する経済史研究は、19 世紀中葉
以降に加速する鉄道建設によって可能となる交通革命の「前史」としてのみ取り扱われ、19 世紀後
半以降に、運河のより広義に水資源利用として果たした役割が正当に評価されてこなかった。本論文
は、当該地域における運河建設・利用を水資源開発という観点から、19 世紀前半のみならず 20 世紀
前半まで視野に入れて論じたものである。本稿の第二の貢献は、先行研究の一部が明らかにしてきた
こと（自由放任的なアメリカ資本主義像を相対化する視角）に沿いつつ、運河は、基本的には私益と
公益のバランスが図られながら建設されたことを明らかにしたことにあるが、具体的には諸利害（輸
送・水力・都市衛生・治水）の対立を描くことによって、よりダイナミックにその点を示した。第三
に挙げられるのは、交通革命論の一環としてこれまで経済史研究の中で論じられてきた運河の問題が、
新しい視角として、環境史（environmental history）的視野を加えて論じられることにより、全く
新しい歴史像が提起されたと言いうる。本論文は、このような意味で、我が国のアメリカ経済史研究
に新風を吹き込むような視点を提供し、しかも実証的な作業も十分にこなしているという点で、学界
への貢献は少なからずあると思われる。 
 以上により、提出論文は経済学博士の授与に値するものと認めるものである。 
 
 
